
報告医  ワクチン  
重篤／非  

と削反応  No． H  既往歴   経過   副反応名  重篤  専門家の意見   
（企業評  関係  
価）   （報告医  

評価）   

ワクチン接種4時間後、全身発赤、そう痔感。  

i  ワクチン接種5時間後、動悸、呼吸遍難感。  
ワクチン接種6－7時間後、悪寒パ70c～380cの発熱。  
ワクチン接種7時間後、救急病院受屈し、生食100¢¢補液（ルート  

（岡田先生）  

化血研一 23  50代・女   アレルギー性鼻炎  非重篤  急速な進行に該当しないのでは。レベル4または5  

性  
確保目的）＋グリテルリテン・グリシン・システイン配合剤注射液を  （非重篤）  SLO2B  回復  関連有り  2  
側管から静注。  

（是松先生）  

ワクチン接種翌日、2：00に帰宅。悪寒、発熱380c、全身倦怠感続  因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。   

き、睡眠。7：00の起床時には全ての症状消失。アナフィラキシーは  

回復。   
昼頃発赤、腫脹、注射刺入部痛（＋）。  
同午後発熱3了．80c、鼻汁、鼻閉（＋）。  
ワクチン接種2日後、胸痛（1回のみ）。以上はアナフィラキシー症  （金兼先生）  

化血研一  40代・女  アレルギー   状と考える。   アナフィラキシー，発熱．腋  重篤（圭  Sし01A  軽快  関連有り  ロ  評価不能と思われます。   
24  性  ワクチン接種6日後、左陵嵩腫癌、痔痛（＋）、左腕が上がらない、  二‘r⊥ノ   篤）  （是松先生）  

重量物が持てない。  接種直後の情報不足のため、因果判定はできません。   
ワクチン接種丁日後、現在残存症状そう痺感、左腋寓腫痴、痔  
痛。  

ワクチン接種10分後ほどより、顔のほてり、気分不良あり。血圧、  
化血研一  70代・女  慢性炎症性脱髄性多発性   酸素化には異常なかったが、顔、四肢のこきざみな不随意運動様   （是松先生）  

25  性  ニューロパテー   の動きあり 血液検査は異常なし  アナフィラキシー（疑）  非王篤  SLO4A  軽快  評価不能  5  アナフィラキシーの可   心因反応の可  、と に否 で せ  
アナフィラキシー（疑）は軽快。  ん。   

ワクチン接種7分後、首周りにじんましんが出て咳頻回になり、じん  
ましんが全体に広がり、体幹、四肢にも出る。すぐに、ベタメタゾ  

化血研一  20代・女  食物依存性運動誘発アナ    ンd－クロルフエニラミンマレイン酸塩配合剤を経口投与し、d－クロ   
アナフィラキシー   非重篤   

Sし02B  軽快  関連有り  2  （是松先生）  

26  性  フィラキシー   因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。  
ティン配合剤注射液2A静注する。02吸入とDⅣを施行した。アナ  
フィラキシーの転帰は軽快。  

ワクチン接種15分後、突然嘔吐、顔面蒼白となる。血圧80／台  
ワクチン接種20分後、ルート確保（輸液）、メチルプレドニゾロンコ  
ハク酸エステルナトリウム125mgをゆっくり静注。  
ワクチン接種40分後、血圧90台が続くため、アドレナリン注射液1A  
を静注、脈拍130～140台となる。  
ワクチン接種50分後、血圧：118／90、脈拍117  
ワクチン接種1時間後、血圧再び70／台、脈拍：100台  
ワクチン接種1時間5分後、塩酸ド／くミンキットを5r／kg／分で投与  
開始。  
ワクチン接種l時間22分後、血圧：102／72脈拍：99、顔色改善、  

シヤルコ・マリー・トウース  
病、尿血賞性アシドーシ  ワクチン接種l時間25労・後、血圧：102／丁2、脈拍：100、大丈夫です  

化血研一  10代・男 性    ス、難聴。 ジフテリア破傷風混合トキ  （是松先生）   

ソイド接種後に嘔吐を認め  因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。   

た。その時は、すぐに軽  
快。   量。  

ワクチン接種5時間後、塩酸ド／くミンキット中止。意識5一明。  
ワクチン接種7時間後、意識清明、歩行可だが、血圧70台に低下  
あり、やや顔色不良となるため、塩酸ド／くミンキット5γ／kg／分で便  

用。  
ワクチン接種翌日、血圧二80－100、全身状態良好、塩酸ドパミン  
キット2．5γ／kg／分。1時間45分後、塩酸ド／くミンキット中止。その後  
全身状態良好であった。  
ワクチン接種2日後、全身状態良好。  
ワクチン接種3日後、退院となる。  

ワクチン接種後30分から激しい咳込みが出現。吸入を行うも増悪  
し、喘鳴・尋麻疹が出現した。酸素投与。  
ワクチン接種2時間後、皮庸症状（発疹）、呼吸器症状（息がぜい   （岡田先生）  

ぜいつといった症状が出始めた。  非重篤   SLO3A  回復  関連有り  l  毒麻疹の拡がりが不明：レベル2の可能性も   
化血研一  10歳末  ネフローゼ  アナフィラキシー  （是松先生）  

び抗ヒスタミン剤の静注を行い、2時間後には症状は改善した。  因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。   
ワクチン接種3時間後、アナフィラキシーは回復。  
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報告医  ワクチン  
霊1／非  

と劃反応  

年齢・性  既往歴   経過   劉反応名  1篤  書円まの意見   

N0．   別  （企業群  関係  
価）   （報告医  

評価）   

ワクチン接種20分後に嘔気。輸液200I¶Lを点滴開始後、10分後に  
喘鳴、呼吸苦（dyspnoa）。  （岡田先生）  

コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウム注射用dMクロモグリク酸ナトリ   末書己戴  
喘鳴があリM由or症状＋否定はできないレベル2では  

化血研一 29  10代・女   喘息  

性  
ウム吸入剤、サルブタモール硫酸塩吸入）  アナフィラキシー  （非量篤）  SLO2A  回復  関連有り  5   2  （是松先生）  

その後」横鳴消失し回復。血圧低下は認めなかった。  アナフィラキシーの基準は満たしませんが、因果関係のあるアレルギー  
アナフィラキシーは回復。  症状と考えます。   

ワクチン接種30分後、気分不良、嘔気あり。発疹、咳敵零なし。バ  

化血研一  10戴未  気管支喘息  イタルも安定。ルート確保し、待遇followし、症状改善にて帰宅。  
（是松先生）  

30  満・女性  
ワクチン接種翌日再診され状態安定血管迷走神経反射ア  血管迷走神軽反射．アナ  非重篤  Sし03B  回復  関連有り  5  アナフィラキシーの可能性も心因反応の可能性も迷走神経反射も、どれ  
ナフィラキシー疑いは回復。   も否定できません。   

ワクチン接種25分後、のどの違和感、呼吸苦、倦怠感がみられ  （岡田先生）  

た。診察上、喘息（＋）、SpO2：95％、HR：110台、アナフィラキシー疑   喘鳴がありM痴0「症状＋否定はできないレベル2では  

化血研一  10代・女  気管支喘息  いとしてサルブタモール硫酸塩吸入、アミノフィリン注射液、コハク  （是松先生）  

31  性  
酸メチルプレドニゾロンナトリウム注射用点滴  アナフィラキシー疑しヽ  重篤（非  SLO3A  軽快  評価不能  5   2  アナフィラキシーの基準は満たしませんが、因果関係のあるアレルギー  
ワクチン接種1時間後、軽快みられるも観察唱的で入院とする。  症状と考えます。  
ワクチン接種2日後、症状消失にて退院となる。アナフィラキシー疑  （金兼先生）  

いは軽快。   評価不能と思われます。  

（岡田先生）  

症状の急速な進行や皮膚の大症状（全身奪麻疹）は認められるが、そ  
の他の症状は基準に該当しない。カテゴリー4または5の可能性はあり  

ワクチン接種直後から全身のかゆみ。   ませんか。  
ワクチン接種2分後、接種肢の全体の腫脹。  

化血研一  40代・女  卵アレルギー、サバアレル  
（金兼先生）  

アナフィラキシーと思われます。  
32  性  ギー   アナフィラキシーショック  重篤（重  Sし02A  回復  関連有り  2                   ワクチン接種1時間後、全身じんま疹、アレロック服用。        ワクチン接種8．5時間後、呼吸困難感。じんま疹はやや軽快。  

ワクチン接種15．5時間後、症状消失。アナフィラキシーは回復。   
（是松先生）  

ワクチンに起因する即時型アレルギー反応と考えますが、接種8．5時間  
後の呼吸困難感は心因反応の可能性もあります。  
（森田先生）  

アナフィラキシーと考えます。   

ワクチン接種後5分後、腰痛、嘔吐、顔面蒼白、脈ふれず、意識レ   （岡田先生）  

ベル30。直ちにアドレナリン注射液0．2mgIS、輸液200†¶LDU、注射  M如orな循環器症状あり否定はできないレベル1または2  

化血研一  用ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム100mgⅣ施行。血  （是松先生）  

33  10末 満・女性  味息  アナフィラキシーショック  非重篤 （非重篤）  SJO†A  回復  関連有り  5   因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。  
はおちついていた。  
アナフィラキシーショックは回復。  

（金兼先生）  

迷走神経反射と思われます。   

ワクチン接種25分後、胸部灼熱感、咽頭異和感、唾液分泌†。  
BP：114／80P：83SpO2：94％wh00Zhg：（－）。直ちにアドレナリン  

化血研一   70代・女   気管支喘息、かにアレル  非重篤  
（是松先生）  

34   性   ギー  配合剤1T内服。  
（非重篤）  SLO3B  回復  関連有り  5  アナフィラキシーの可能性も心因反応の可能性も、上もに否定できませ  

数分後症状改善。アナフィラキシーは回復。   ん。   

ワクチン接種30分後、顔面の腫脹と息苦しさを訴えた。  
（是松先生）   

化血研卜  30代・女  小麦粉アレルギー   （日付不明）メチルプレドニソロンコハク酸エステルナトリウム注射  アナフィラキシー様症状  非重篤  SLO2A  回復  評価不能  2      35  性   剤125mgルで軽快した。   （非重篤）  因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。   

化血研一 36  30代・女   大動脈炎症條瀾   ワクチン接種後10分権して過換気となった。アナフィラキシーが発  
現。  過換気アナフィラキシー  非重篤 （非重篤）  SLO2A  回復  評価不能  5  （是松先生）  

性  ワクチン接種周旧、過換気、アナフィラキシーは回復。  
因果関係はないと考えます。   

（是松先生）  

ワクチン接種後45分頃に、両大腿前面に美和感と発赤が出現。入   アナフィラキシーの基準は満たしませんが、因果関係のあるアレルギー  
院。d一クロルフエニラミンマレイン酸塩注射液、ラニチジン塩酸壇、  症状と考えます。  

化血研一  30代・女  食物アレルギー（モチ米）    アナフィラキシー   二＝こ・   SLO2日  回復  関連有り  5  （金兼先生）   

ワクチン接種翌日、退院。アナフィラキシーは回復。  
評価不能と思われます。  
（森田先生）  

皮膚症状だけのようなのでアナフィラキシーとは言いにくい。   

ト
H
 
 

12   



報告医  ワクチン  
重篤／非  と副反応  

既往歴   経過   副反応名  重篤  専門家の意見   

！N。． 毒  （企♯騨  関係  
価）   く報告医 評価）   

ワクチン接種20－30分後、軽い呼吸困難、鼻閉、動悸、痍の増   （岡田先生）  

；  

加、ふらつき出現。  基礎疾患に高血圧があり、直後の血圧が低下しているのかどう  
血圧131／83、脈拍103、SpO29丁！i  か、ブライトン分類では低下の基準がないため、判断が難し  

∃  アドレナリン注射液皮下注。デキサメタゾンリン酸エステルナトリウ  
ム注射液やアミノフィリン注射液点滴で徐々に軽快。  

い。呼吸器系および循環器系の小症状2つを取り上げるとレベ  

化血研一 39  60代・女 性  気管支喘息、高血圧症  アナフィラキシー   非重篤  （非重篤）  SLO3A  回復  関連有り  5   3  ル3となるが、レベル4の可能性もある。  

ワクチン接種翌日、アナフィラキシー症状完全軽快あり。フェキソ  （是松先生）  

フエナジン塩酸塩製剤（60）2T2Txl／3T処方して帰宅。退院。アナ  アレルギーの可能性はありますが、情報不足のため、心因反応  

フィラキシーは回復。  も否定できません。  
ワクチン接種5日後、血圧140／70、脈拍119、SpO295％  （森田先生）  

因果蘭係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   

（是松先生）  

ワクチン接種1時間後、冷汗とともに意識混濁、血圧低下あり、末   アナフィラキシーの可能性も迷走神経反射の可能性も、ともに否定でき  

化血研一  70代・男   じん肺、高血圧  梢循環不全を認めた。モニター管理、急速補液にて意識レベル改  ません。  

性  
書 経過観察目的に入院となる  アナフィラキシーショック  重篤（重  SLO4B  回復  関連有り  4  （金兼先生）   

アナフィラキシーショックは軽快。  迷走神経反射と考えられ、否定的です。  
（森田先生）  

ワクチン接種との因果関係を否定できない。   

ワクチン接種10分後、全身の掻痺感、熱感、大腿部発赤、口腔内  
粘膜の浮腫、嘔気、呼吸苦（息苦しさ）、囁の症状出現。  
ワクチン接種15分後、SPO2：9鍋BP：142－81。アドレナリン注射液   （是松先生）  

化血研一  30代・女   無  アナフィラキシー様症状  非重篤  SLOIA  回復  関連有り  コ         注0．3mg皮内注、生食500mLDⅣ、ヒドロコルチゾンコハク酸エステ  因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。   
性                                      41  ルナトリウム注射剤300mg＋生食100mJDⅣ、マレイン酸クロルフエ  

ニラミン注射液5mg筋注、ラニチジン塩酸塩50mg静注。  
（金兼先生）  

大腿部の発赤をどうとらえるか難しいですが、レベル3）と思われます。   
ワクチン接種数時間後、症状軽快。アナフィラキシー様症状は回  
復。  
ワクチン接種約30分後、両下肢（大腿から腰部）発赤疹（1cm円状  

化血研一 4  90代・女   無  まだら）。   非重篤  
（是松先生）  

2   性  
ワクチン接種翌日より軽減。  アナフィラキシー  （非重篤）  SLO4日  回復  評価不能  5  アナフィラキシーの基準は満たしませんが、因果関係のあるアレルギー  
ワクチン接種9日後、アナフィラキシーは回復。  症状と考えます。   

ワクチン接種3時間後より、胃痛、冷汗、ふらつき、気分不良あり。   （岡田先生）  

ワクチン接種3時間30分後に当院受診し（当直対応）血圧低下など  提示された症状からは該当する所見は見当たらず、5  

化血研一 4  60代・女   無  は認めなかったが、ワクチン接種に伴う軽症のアナフィラキシー反  （是松先生）  

3   性  
軽症アナフィラキシー反応  非重篤 （非重篤）  SLO2B  軽快  聞達有り  5                                     応と考え、600mLの点滴補液にて症状軽快したため2時間の経過  情報不足で判断できません。ブライトン分類に記載されている症状につ  
観察後に帰宅を許可した。  いての詳細情報を望みます。  
軽痘アナフィラキシー反応は軽快。  （森田先生）  

匪果関係不明   

ワクチン接種4時間後、突然、咽頭鰍こ何かつつこまれた様な感じ   （岡田先生）  

がした。ロ呼吸は出来なかったが鼻呼吸は可能、発声困難となっ  呼吸器Minor症状のみ：4または5  

化血研一 44  50代t女   無  tr. 非重篤  
（是松先生）  

性  アナフィラキシー  （非重篤）  SLO2A  回復  関連有り  4  情報不足で判断できません。ブライトン分類に記載されている症状につ  
前胸部のヒリヒリ感は徐々に改善しながら継続。10日後囁声ととリ  
ヒリ感も消失。  

いての詳細情報を望みます。  
（森田先生）  

因果関係不明   

ワクチン接種5分後、接種部位中心にそう痺感（＋）、発赤（＋）約  
（岡田先生）  

15cm大。呼吸状態など全身の状態は特に問堰なし。抗ヒスタミン  
皮膚Minor所見のみ：5  

化血研一 45  20代・女   喘息  処方（エビナステン塩酸塩製剤）。  アナフィラキシー   非重篤  （非重篤）  SLO2B  軽快  関連有り  5  （是松先生）  

性  
ワクチン接種1時間後、症状軽快確認。  アレルギーですが、アナフィラキシーではないと思います。  

（森田先生）  

因果関係は否定できない。局所アレルギーと考える。   

13   



岳
R
ト
ー
ト
 
 

報告医  
ワクチン  

暮篤／非  
と劉反応  

No．  年齢t性  既往歴   経過   副反応名  t篤  専門家の意見   
別  （企兼辞  関係  

価）   （報告医  

辞価）   

ワクチン穣種15分後、気分不良と1回嘔吐あり。血圧 
10¢′70仰、Hg、SpO～：97l、胸部瞳診で清、臥床。  
ワクチン接種30分後、乾性噴敵出現。サルブタモール硫酸塩吸入  
施行。血圧正常、喘鳴なし。  
ワクチン接種40分後、気分不良あり。補液開始、経過観察目的で  （岡田先生）  

入院とする。   消化器のMinor所見のみ：5  

化血研一  10♯未  気管支喘息、マイコプラズ   （是松先生）  

46  溝・女性  マ肺炎   取  アナフィラキシー   1蔦（壬  SLO3B  回復  関連有り  5  アレルギーかどうかは情報不足で判断できませんが、アナフィラキシー  
入院中の治療 ではないようです。  
・注射 輸液1200mLl本 輸液5001¶LO．5本  

・吸入サルブタモール硫酸塩0．4mL4回クロモグリク酸ナトリウ  
（森田先生）  

因果関係は否定できない。喘息発作と考える。  
ム吸入剤2mL4回ブデソニド吸入用懸濁剤0，5mg2国  
・内服モンテルカストナトリウムチュアブル錠5mg錠1錠l国子  

オフイリン放性製剤50mg錠1錠2回  

翌日丁：50、噴改書あり。アナフィラキシーは回復。退院とする。   
新型インフルエンザワクチン、季節性インフルエンザワクチン同時  
接種した。  
新型ワクチン接種30分後、乾性咳噺が出現。アナフィラキシーが  
丁■・  
新型ワクチン接種40分後、噴こみ、顔面紅潮、浮腫が出現した。   
新型ワクチン接種郁分後、当院外来を受診。顔面発赤、口唇應  

（岡田先生）  

脹、喘鳴あり。  
皮膚および呼吸器M由or症状：1  

化血研一 47  10歳末  新型ワクチン接種朗分後、サルブタモール硫酸壇吸入。  アナフィラキシー   重篤（王 篤）  SLO4B  回復  関連有り  l  （是松先生）  

満・男性   新型ワクチン接種70分後、アドレナリン注射液0．1mL皮下注。生食  
アナフィラキシーと思われます。  

輸液。  （森田先生）  

新型ワクチン接種90分後、症状軽快。経過観察眉的に入院。コハ  因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   
ク酸ヒドロコルチゾンナトリウム注射用100mg静注。  
新型ワクチン接種翌日、症状再燃なく退院。アナフィラキシーは回  
復。  

（岡田先生）  

皮膚のM如0「症状のないショック‥その他の原因によるショックの可能  
性：4または5  

ワクチン接種6時間後、意識腐書、血圧低下、SpO2低下でショック   （金兼先生）  

化血研一  90代・女  誤噴性肺炎、喘息  状態となり、直ちにCPR開始。  アナフィラキシーショック  重篤（壬  Sし02A  後遺症  評価不能  5   4  時間経過からアナフィラキシーとは言いがたい。   
48  性  一命をとりとめた。  （是松先生）  

意識障害続いている。  情報不足で判断できません。血圧やSpO2の生データが欲しいです。ア  
レルギーかどうかは不明ですが、因果関係はありそうです。  
（森田先生）  

因果関係不明   
（岡田先生）  

皮膚のminor症状のみ：5  
ワクチン接種20分後、食堂で食事を待っていると、嘔気、冷汗を認   （是松先生）  

化血研一  70代・女  憎け弁狭窄症術後、心房  アナフィラキシー反応の疑  重篤（王  SJO4A  回復  評価不能  5  
情報不足で判断できません。ブライトン分類に記載されている症状につ   

入院経過観察は要した。  
いての詳細情報を望みます。  

アナフィラキシー反応の疑いは回復。  
（森田先生）  

アナフィラキシーというより接種による迷走神経反射であると考えられ  
る。   

ワクチン接種3日後、嘲10：00頃より喘鳴（軽度出現）。  
動悸が昼からあり、16：30頃来院。軽度の喘鳴あり、注射用セフトリ  
アキソンナトリウム製剤1g＋コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウム注  

（岡田先生）  

射用（100）点滴施行。   インフルエンザ感染による喘鳴と考えられ、カテゴリー5  

ワクチン接種4日後、38．00cの発熱こて、インフルエンザ検査A型  （金兼先生）  

アルツハイマー型認知症、  接種3日後であり、時間的にアナフィラキシーとは言い難い。  

化血研一 50  80代・女  
アナフィラキシー   重篤（王 篤）  SLO6B  軽快  関連有り  4  （是松先生）  

リウマチ性多発筋痛症  ワクチンが心不全を惹起した可能性はありますが、アレルギー反応では  
当科で入院加療。  
またインフルエンザA型陽性であり、併せて治療が行われた。な  

ありません。  

お、気管支喘息の既往はない。  
（森田先生）  

ワクチン接種22日後、退院。  
インフルエンザによるものと考える。  



報告医  ワクチン  
重篤／非  と副反応  

既往歴   経過   副反応名  重篤  ロット  転帰    との因果   専門家の意見   H H さN。．   年齢■性 別  
（企業評  関係  
価）  （報告医  

評価）   

（岡田先生）  

皮膚のMinor所見のみ：5  
ワクチン接種30分後、顔面発赤急に出現。すぐ治療（ステロイド注  
射）開始した。  

（是松先生）  

化血研一 51  60代・女  ピリンアレルギー  他に症状無し。   アナフィラキシー（軽度）  非重篤 （非重篤）  Sし06A  軽快  関連有り  5  アレルギーですが、アナフィラキシーかどうかは情報不足で判断できま  
せん。  
（森田先生）  

因果関係は否定できない。アレルギー反応と考える。   

（岡田先生）  

血圧低下の基準はないが、これだけだと該当する症状がないのでは：5  
ワクチン接種10分ほどで軽いショック状附こなり、血圧が発作時   または4  

アトピー性皮膚炎、アナ  
アナフィラキシー   非重篤  （非重篤）  SJO9B  軽快  関連有り  5   

（是松先生）  

化血研一 52  10代・男   フィラキシー症状（麻疹ワ クテン）  ワクチン接種17分後、血圧：139／85、HR：67になり、軽快した。  
4  情報不足で判断できません。ブライトン分類に記載されている症状につ  
いての詳細情報を望みます。  
（森田先生）  

囲果関係は否定できない。ショックと考える。   

ワクチン接種前後は、特に何も変わったことは無かった。  
ワクチン接種30分後、本屋で文具をみていて、突然ふらつき意識   （岡田先生）  

レベル低下。失禁（◆）。呼んでも応答なし。  突然の意識低下および消失で、循環器系の大症状と考えられるが、こ  
ワクチン接種50分後、病院へ搬送。エビネフリン注射液0．2m」筋  れ以外の症状がなくカテゴリー5または4  
注、ジアゼパム生薬、デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム注  

（金兼先生）  

慢性蓉麻疹、アレルギー  
化血研一 53  10歳末 満 

重篤であるが、アナフィラキシーとは考えにくい。  

・男性  ワクチン接種翌朝、意旛レベル改善。デキサメタゾンリン酸エステ  アナフィラキシー様症状  重篤（重 ざ‡．  SJO5A  回復  関連有り  5   4  （是松先生）  

ルナトリウム注射液6mg点滴静注。頭部CT異常なし。  アナフィラキシーではありませんが、ワクチンに関連した、中枢神経症状  
ワクチン接種2日後、アナフィラキシーは回復。  と思われます。特発性または症候性てんかんの素因がなかったか、家  
ワクチン接種3日後、アレルギー検査。非特異的1gE：2080。食物、  族歴や周産期異常、発達異常、脳波所見などの情報が必要です。  
ダニ、花粉、ラテックスにアレルギー反応あり。卵白、鶏肉は基準  （森田先生）  

価以下。  囲果関係不明   
ワクチン接種6日後、退院爪  

（岡田先生）  

ワクチン接種30分後、顔面、手背に浮腫、発赤出現。軽度喘鳴あ  
皮膚粘膜の大症状と呼吸器系小症状でレベル2では  

り。他の症状なし。  
（金兼先生）  

化血研一 54  10歳末 満・男性  卵アレルギー  抗ヒスタミン薬内服で軽快。  アナフィラキシー   非重篤  （非重篤）  SLO5A  軽快  関連有り  l  卵アレルギーと関係ありか？  
アナフィラキシーは軽快。  （是松先生）  

ワクチン関連アナフィラキシーと思われます。  
（森田先生）  

因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   

（岡田先生）  

ワクチン接種30分後、顔、手、足に奪麻疹出現。軽度喘鳴あり。他  
皮膚粘膜の大症状と呼吸器系小症状でレベル2では  

の症状なし。  
（金兼先生）  

化血研一 55  10歳末 満・女性  卵アレルギー  抗ヒスタミン内服で軽快。  アナフィラキシー   非重篤  （非重篤）  SLO5A  軽快  聞達有り  l  卵アレルギーと関係ありか？  

アナフィラキシーは軽快。  （是松先生）  

ワクチン関連アナフィラキシーと思われます。  
（森田先生）  

因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   

ワクチン接種12時間半後、嶺、両下肢発赤、呼吸苦、腹痛生じた。  
（岡田先生）  

呼吸苦以外の症状無し。  
皮膚粘膜の大症状と呼吸器系小症状でレベル2の可能性もあるが、症  

処置として、Hlブロツカーを3日処方（来院時には症状無しであっ  状の急速な進行の面ではカテゴリー5の可能性も  

化血研一  50代・女   気管支喘息  たが一応処方した）   アナフィラキシー、毒麻疹  重篤（重  Sし03A  軽快  関連有り  2  （是松先生）   
性                            5（；  その後症状改儀あり。  アナフィラキシーと思われますが、ワクチン接種からの時間が経過して  

ワクチン接種2日後、アナフィラキシー、等麻疹は軽快。  おり、ワクチンとの関連を断定するのは困難です。  
（森田先生）  

因果関係有り。アナフィラキシーと考える。   

15   
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報告医  ワクチン  
壬篤／非  

と湘反応  
N（〉．  年齢・性  既往歴   経過   刑反応名  量篤  専門家の書見   
別  （企業辞  関係  

価）   （報告医  

評価）   

（岡田先生）  

発疹の部位や性状が不明でありカテゴリー4の可能性もあるが、皮膚粘  

ワクチン接種20分後に動悸、呼吸困難、発疹が出現。   朕症状の大症状とすると呼吸器および循環器系の小症状と合わせてレ  
化血研一  30代・女  無  ワクチン接種30分後に軽快。  アナフィラキシー   王篤（重  Sし01A  回復  関連有り  2  ベル2  
5丁  性  ワクチン接種翌日、アナフィラキシーは回復。  （是松先生）  

ワクチン関連アナフィラキシーと思われます。  
（森田先生）  

因臭関係は否定できない．アナフィラキシーと黄える．  

（岡田先生）  

消化器系の小症状のみで、カテゴリー4または5  
（金兼先生）  

化血研一 58  40代・女   無   ワクチン接種4時間30分後、めまい、嘔気、下痢、関節痛が出現。   アナフィラキシーとは言い難い  

性  ワクチン接種5日後、アナフィラキシーは回復。  アナフィラキシー   1篤（王 ）  SLO2β  回復  関連有り  4  
篤  （是松先生）  

ワクチンによるアレルギー反応としては症状と時間が合致しないと思わ  
れます。  
（森田先生）  

因果関係不明   

ワクチン播種3時間後、呼吸困難感出現し、その後39～400c台の  
発熱あり。  
ワクチン接種？時間後、当院に電括相談。  （岡田先生）  

ワクチン接種8時間後、来院。全身紅潮、膨化、体温：39．70c、   皮膚粘膜鹿瀬の大症状ともとれるが、発熱もあり急性感染症の症状で  
化血研一  非重篤  

ありカテゴリー4または5の可能性もある  
5！l  50代 （非重篤）  Sし05A  軽快  関連有り  2  （是松先生）  

ポキシル）   チルプレドニソロンコ′ヽク酸エステルナトリウム125mしを開始した。  ワクチン関連アナフィラキシーと思われます。  
その他に症状無し。  
目の前で直に回復していくのがわかった。その後、直に就寝して、  

（森田先生）  

嘲帰宅された。  
因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   

ワクチン榛穫15時W後．アナフィラキシーは軽快。  
ワクチン接種後、15分ほどで気分不良訴える。   （岡田先生）  

ワクチン接種30分－120分まで外来ベッドで経過を職察していたが  皮膚粘膜症状の大症状のみでカテゴリー4または症状の急速な進行が  

症状轄儲せず。  ないことからカテゴリー5の可能性もある  
化血研一  40代・男   無  ワクチン接種†20分後、首一腰上部までにかけて皮膚の発赤及び  
性  アナフィラキシー   重篤（壬  Sし08A  回復  開運有り  4   3  （是松先生）   

ワクチン関連アナフィラキシーと思われます。  
となった。  
ワクチン接種2日後、アナフィラキシーは回復。退院。  

（森田先生）  

因果関係は否定できない皮疹と考える。   

（岡田先生）  

ワクチン接種30分後、呼吸困難感を訴えた。Wh08ヱ○、発疹なし、血   呼吸器の小症状のみでカテゴリー5  
化血研一  非重篤  （是松先生）  

＄1   アナフィラキシー  （非重篤）  SLO9B  未！己戴  関連有り  5  心因反応と思われます。  
間ほどで症状軽快、消失。  （森田先生） 

因果関係不明   

ト  

16   



報告医  ワクチン  
重篤′非  と副反応  

巨N。．  年齢・性  既往歴   経過   副反応名  重篤  専門家の意見   
別  

（企業評  関係  
価）   （報告医  

評価）   

ワクチン接種約一カ月前、破折性イレウスにて小腸切除。術後状  
態安定し、退院に向けリハビリ中。  
ワクチン接種後、夕食も普段通り摂取。  
ワクチン接種6時間30分後、悪寒出現。 ワクチン接種丁時間後 

、悪寒消失。体温二39．10c  
ワクチン接種8時間5分後、体温二39．90c  
ワクチン接種9時間15分後、体温二40．00c脈拍数二84  
ワクチン接種9時間35分後、アセトアミノフェン錠2T内服。  
ワクチン接種13時間50分後、体温：37．68c脈拍数：92   （同日先生）  

ワクチン接種14時間15分後、脈拍微弱、測定不能。モニター装  循環器および呼吸器の大症状は認められるが、これらは発熱に伴うも  
欝。  のと考えられる。カテゴリー5の可能性  
ワクチン接種日時聞35分後、025Lマスク開始。静脈路確保。維  
持液500mL全開。  

（金兼先生）  

化血研一  80代・男 性  絞拒性イレウス  
重篤なアナフィラキシーであるが、接種後から発症まで6時間以上経過   

62  
発熱、アナフィラキシー  重篤（王  SJO8A  回復  関連有り  2                            ワクチン接種14時間45分後SpO・96％血圧・68／32心拍数・                 2・ 115 しており、因果関係については明bかとは言えない。  
。四肢冷感、チアノーゼ（＋）、SpO2：941一測定不能。XPで肺炎   

（是松先生）  

ワクチン接種15時間50分後、025L→酸素療法器具10又は50％、  
ワクチンの副反応とは思いますが、アレルギーよりも発熱から生じた心  

塩酸ド／くミン注射液3／h→5／h、血圧：60－80台  不全を疑います。  

ワクチン接種24時間後、BP：50台以下、ノルエビネフリン注射液  （森田先生）  

（1mg／250mし：30mL／h）にて開始。血圧：訳ト＝0台、体温：36．4－  アナフィラキシーと考える。   
3丁．50c  

ワクチン接種5日後、食事開始。  
ワクチン接種6日後、塩酸ド／くミン注射液、ノルエビネフリン注射液  
中止。390c以上の高熱、アナフィラキシーは軽快。  
ワクチン接種8日後、内服薬再開。  
ワクチン接種9日後、EV抜去。  
ワクチン接種10日後、020汗。  

ワクチン接種10分後、病棟にもどり「なんか気持ち悪い」と言った  
あと顔面紅潮し、しやがみ込む。  

（岡田先生）  

動悸と息の吸いづらさを感じた。来院していた医師指示で輸液  
2つ以上の器官の小症状からレベル3  

500mLで血管確保し、デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム  （金兼先生）  

化血研一  20代・女   無  6．6mgマレイン酸クロルフェニラミン注射液10mg／生食20mLラニ  アナフィラキシーの疑い  非重篤  SLO8A  回復  関連有り  2  アナフィラキシーと思われます。   
性                             63  チジン塩酸塩100mg／生食20mL使用。βP下降なし、SpO2：100％  （是松先生）  

意識正常、当直医指示で輸液500mL追加し、8時間観察後、症状  アナフィラキシーと考えます。  
消失し柵宅した。  （森田先生）  

ワクチン接種翌日、連絡とるが特に変わりなし。  アナフィラキシーと考える。   

（岡田先生）  

ワクチン接種後10分後から動悸が出現。  
循環器系の小症状のみでカテゴリー5  

ECG上、異常所見なし。  
（金兼先生）  

化血研一 64  50代・女   無  皮疹：ト）。その他異常なし。  
アナフィラキシーではないと思われます。  

性  経過概察のため入院したが翌日には改善。  アナフィラキシー反応  非重篤 （重篤）  Sし06B  回復  評価不能  5  （是松先生）  

ワクチン接種翌日、退院。  他の症状がないのであればアナフィラキシーではありません。心因反応  
や迷走神経反射の可能性があります。  
（森田先生）  

L／  
因果関係不明   

ワクチン接種5分後に息苦しさを訴える。喘鳴出現し、プロカテロー   
ル塩酸塩水軸物吸入。SpO2：96l  

（岡田先生）  

ワクチン接種30分後に善麻疹、全体に広がる。  
皮膚および呼吸器の大症状と考えると、レベル1では  

接種部位が5cm径位に腫脹。アナフィラキシー関連症状として毒  
（金兼先生）  

化血研一  10代未   アナフィラキシー   重篤（王  SLO78  回復  関連有り  2   
アナフィラキシーと思われます。   

無  あった。  （是松先生）  

意識lま清明でしつかりしており、救急車へは自力で歩いて乗り込  
因果関係のあるアナフィラキシーと考えます。  

んだ。意識清明であるので血圧測定は未実施。  （森田先生）  

入院先ではステロイドの点滴を受け、翌日には元気に退院した。  因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考える。   
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報告医  
ワクチン  

1鷺／非  
と副反応  

N0．  年齢・性  既往歴   経過   耶反応名  暮蔦  寺門家の意見   
別  （企業群  関係  

価）   （報告医  

）   

季節性インフルエンザHAワクチン同時接種。   （岡田先生）  

ワクチン接種2時間30分後、倦怠感。  ワクチン接種後におきた有害事象であるが、症状から気道感染症の可  
ワクチン接種3時間30分後、頭ホ。  能性が高く、カテゴリー5  
ワクチン接種5時間30分後、発熱：37．2℃  
ワクチン接種6時間30分後、咽頭喉頭に腫れと声のかすれあり、  

（金兼先生）  

化血研一 88  20代・男   無  ショックの可能性ありとして救急車。  アナフィラキシーショック  不明（王 篤）  SLO6A  回復  関連有り  5   3  時間経過からは積極的にアナフィラキシーは考えにくい。  
性  

ワクチン接種一時間30分後、搬送先の病院にてのどの腫れ、熱  （是松先生）  

380c。  
什報不足のため、詳細調査を望みますが、アナフィラキシーの可能性が  

ワクチン接種8時間30分後、痛み止め、解熱剤、去痍剤、▼薬殺  あります。  
与。  （森田先生）  

ワクチン接種16時間30分後、平熱、倦怠感あり。  感染症と考える。   
（岡田先生）  

十分な情報がなくカテゴリー4では  

ワクチン接種1時間後、王い呼吸不全、四肢チアノーゼ、血圧低下  
（金兼先生）  

を認めた。  
重篤な症状であり、関連ありと思われますが、アナフィラキシーといえる  

直ちにルート確保、02吸入、気道確保。   かどうかわかりません。   
化血研一  TO代・男  無  肝機能障青も発現。異常所見も認めた。  アナフィラキシー様  重篤（暮  SLO了A  未紀載  関連有り  2  （是松先生）  

入院。  皮膚症状や粘膜症状がはっきりしませんが、アナフィラキシーの可能性  
は高いと思われます。  
（森田先生）  

因果関係は否定できない。アナフィラキシーと考えます。   

ワクチン接種5分後、息苦しさと喘鳴を認めた。気管支拡張薬吸入  
にて一旦症状は消失したが、  
ワクチン接種30分後、全身に萎麻疹を認めたため、救急搬送と  

（岡田先生）  

なった。  
呼吸器および皮膚の大症状がありレベル1  

ワクチン接種1時間20分後、ヒドロコルチゾンリン酸エステルナトリ  （金兼先生）  

化血研一  10代未満  無  ウム注射液200mg点滴投与。   アナフィラキシー   重篤（王  SLO7B  回復  関連有り  ロ  アナフィラキシーと思われます。   
入院加療とした。オキサトミドドライシロップ20mg分2、2日分を夕の  （是松先生）  

分から開始。  アナフィラキシーと考えます。  
ワクチン接種7時間30分後、ヒドロコルチゾンリン酸エステルナトリ  （森田先生）  

ウム注射液100mg点滴投与。  アナフィラキシーとして因果関係否定できない。   
ワクチン接種翌日、退院となった。アナフィラキシーは回復。  

ワクチン接種3時間45分後、熱発（38．50c）。咳あり。  
ワクチン接種2日後、10：00咄嶋出現。呼吸困難出現。  
ワクチン接種2日後、10：30点滴書用アミノフィリン注射液（1A）、ヒ  （岡田先生）  

ドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム注射剤（200mg）投与。   呼吸器の大症状は認められるが、発熱に伴う症状とも考えられ、カテゴ  
レントゲン、CTでは異常所見認めず。  リー4または5では  

ワクチン接種3日後、透析、熱が下がる。  （金兼先生）  

化血研一  70代・女  ♯尿病、慢性甲不全、心  重篤（圭  SLO3B  回復  可能性大  4  喘息発作と思われ、因果関係は明らかではないと思われます。   
89  性  筋梗塞、脳梗塞   アナフィラキシー                                                ワチン4日18：30、、。                 ワクチン接種4日後（19：00）、アドレナリン注射液（0．5mL）筋注、ヒド  ＝＝・  

ロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム注射剤（500mg）点滴。入  
（是松先生）  

ワクチン副反応とは患いますが、アレルギーよりも発熱から生じた心不  
院となる。検査の結果心不全ではない。  
入院後、連日ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム注射剤、  

全の悪化を疑います。  

点滴専用アミノフィリン注射液の点滴を行い改善を認める。  
（森田先生）  

ワクチン接種14日後、アナフィラキシーは回復。退院。  
因果関係不明。アナフィラキシーではない。   

（岡田先生）  

ワクチン接種30分後、呼吸困難を訴え、動脈血酸素飽和度が低  
呼吸器の大症状は認められるが、その他の器官の症状は記載されてい  

下。両肺野でwh00ZOを聴取。入焼。  
ない。複数の器官の症状が必須条件となっている。カテゴリー5または4  

化血研一   80代一男   ひきつけ  輸液と注射用ヒドロコルチゾンコ′ヽク酸エステルナトリウムの静 注 重篤（王 篤）  SLO8B  回復  関連あり  4   
3  

（是松先生）  

70   性  、酸素吸入にて症状軽快した。   アナフィラキシー、もしくは診断基準を満たさないが、ワクチンによるアレ  
ワクチン接種翌日、アナフィラキシーは回復。退院。  ルギー反応と考えます。  

（森田先生）  

喘息発作として哀果関係は否定できない。   

※テンカー16、化血   研一38については、通力  口調査でアナフィラキシーではないとされたため、欠番   
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新型インフルエ   

のブライトン分類評価（暫定版）  

出荷数量（万  
レベル3以上の報 告数重篤  

頻度［重篤】  

ロット番号   回（接種回 数））  報告数［重篤】   ［］ （専門委員評価を 加えたもの）  レベル3以上の報告  （報告数／10万回）   

北里研   NBOOl   18．8   4 ［ 4 ］  3 ［ 3 〕  1．6 ［1．6］  

NMOO2C   13．0   2 【 2 ］  1 ［1］  0．8 ［0，8］   

微研会   HPOIA   27．4   4 ［ 4 ］  2 ［ 2 ］  0．7 ［0．7］  

HPO2B   28．2   1 ［1］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］  

HPO2D   28．3   3 ［0 ］  1 ［ 0 ］  0．4 ［0．0］  

HPO4B   28．2   1 ［ 0 ］  1 ［ 0 ］  0．4 ［0．0］  

HPO4D   27．2   2 ［ 0 ］  2 ［ 0 ］  0．7 ［0．0］  

HPO5B   28．2   1 ［1】  1 ［1］  0．4 ［0．4］  

HPO5D   28．3   1 【1］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］   

テンカ生研   Sl－A   27．4   7 ［ 2 ］  4 ［1］  1．5 ［0，4］  

Sl－B   27．0   2 ［ 2 ］  1 ［1］  0．4 ［0．4】  

S2－A   27．2   12 ［ 2 ］  4 ［ 2 ］  1．5 ［0．7】  

S2－B   27．2   1 ［ 0 ］  0 ［ 0 】  0．0 ［ 0．0 ］  

S3   16．0   2 ［ 0 ］  1 ［ 0 ］  0．6 ［0．0］  

S4－A   25．1   1 ［1］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］   

化血研   SLOIA   45．0   20 ［ 7 ］  8 ［ 4 ］  1．8 ［0．9］  

SLO2A   47．8   10 ［ 4 ］  6 ［ 3 ］  1．3 ［0．6 ］  

SLO2B   43．8   9 ［ 4 ］  2 ［ 0 ］  0．5 ［0．0］  

SLO3A   47．7   4 ［ 2 ］  4 ［ 2 ］  0．8 ［0．4］  

SLO3B   45．0   4 ［ 2 ］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］  

SLO4A   47．8   2 ［1］  0 ［ 0 ］  0．0 ［ 0．0］  

SLO4B   44．7   3 ［ 2 ］  1 ［1］  0．2 ［ 0．2 ］  

SLO5A   39．5   4 ［1］  3 ［ 0 ］  0．8 ［0．0］  

SLO6A   43．8   2 【1］  1 ［1］  0．2 ［ 0．2 ］  

SLO6B   40．8   2 ［ 2 ］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］  

SLO7A   43．3   1 ［1］  1 ［1］  0．2 ［0．2］  

SLO7B   41．3   2 【 2 ］  2 ［ 2 】  0．5 【0．5］  

SLO8A   43．8   3 ［‘2 ］  3 ［ 2 ］  0，7 ［0．5］  

SLO8B   40．9   1 ［1］  1 ［1］  0．2 ［0．2］  

SLO9B   41．3   2 ［ 0 ］  0 ［ 0 ］  0．0 ［0．0］   

合計  1034．0   113 【52］  53 ［ 28 ］  0．5 ［0．3］   

■1月29日までに入手した情報について、ブライトン分類に基づき企業評価を実施、専門家の評価を加えた  

もの。  

・追加情報の入手や症状の評価及び解釈などにより変更される可能性がある。  

19   




